敬語　2008.6.17版(2013.7.24改定)（2014.7.5改定）（同7.9後改訂）
　　（2018.7.11後改訂）
　　[未然形で　　お～になる　　お～です　～れる・られる　お～する　　　～ます
　　　活用の種類　（連用形）　（連用形） 　（未然形）  （連用形）　  （連用形）
　　　をつかむ]　　（尊敬）　　（尊敬）　　　（尊敬）　　（謙譲）　　　（丁寧）
書く　　五段　(書かない)　お書きになる　お書きです　　書かれる　　お書きする　　書きます
kak+    (anai)    ininaru       idesu         areru         isuru        imasu
降りる　上一　(降りない)　　

ori+     (nai)
始める　下一　(始めない)　

hajime+    (nai)   

来る　　カ変　(来ない)　　＊＊＊＊　　　＊＊＊＊　　　　　　　　　　＊＊＊＊
 k+     (onai)
する　　サ変　(しない)　　＊＊＊＊　　　＊＊＊＊　　　　される　　　＊＊＊＊
 s+     (inai)
（サ変は未然形が、inai, ezu, areru, aseru の様に複雑です。）
敬語の種類
１（相手の動作で、相手を尊敬する）尊敬語

　お～(動詞連用形)になる

　お～(動詞連用形)です

　～（動詞未然形）れる・られる

　お～（形容詞・形容動詞）

　お/ご～（名詞）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

２（相手のための自分の動作で、自分をへりくだる）謙譲語

　お～(動詞連用形)する

　お/ご～（名詞）

３（自分のための自分の動作で、自分をへりくだる）丁重語：　役所に参る　役人に申す
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

４丁寧語

　～(動詞連用形)ます

　～（形容詞・形容動詞）です

　～（名詞）です

５美化語

　お/ご～（名詞）
